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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　This　 study 　 was 　 conducted 　 to 丘nd 　 how　 the　 ratio　 of　bone　 mineral 　 content 　 to　 body

weight （％ BMC ）influences　body　mass 　index （BMI ）．　The　 sublects 　were 　52　female　students

（ages 　 19−24）with 　BMI 　between　 16．2 − 31．2kg 〆m2 ，　Dual　 energy 　x−ray 　 absorptiolnetry 　was

used 　 to　 measure 　 their　body　 composition 　 and 　 bone　 mineral 　 density．　 Height　was 　 158．7 ±

3．5cm ，　weight 　was 　 55．8 ± 9．3kg
，
　BMI 　 was 　22．0 ± 3，4kg！m2 ，％BMC 　was 　 4．4 ± 0．5％ and

the　ratio　 of 　bone 皿 ineral　 content 　to　 fat−free　 mass （％BMCIFFM ）was 　 6．2 ± 0．4％．　 Bone

mineral 　density　was 　O．828 ± O．078gfcmu　in　the　arms
，
1，182 ± 0．112疹cm2 　in　the　legs，0918

± 0．078g〆cm2 　 in　 the　 trunk　and 　 L153 ± 0．086g〆cm2 　 in　 the　 entire 　 body．　 Body　 weight 　and

BMI 　 were 　found　to　have　a　signi 丘cant 　interrelation　with 　the　bone　 mineral 　densities　of　the
trunk　and 　the　entire 　bedy

，
　respectively 　 The　 amount 　of　body　fat　was 　found　to　have　 a　 sig−

nificant 　 interrelation　 with 　 the　 bone　 mineral 　 density　 of　 the　 trunk．　 Bone　 mineral 　 content

and ％BMC ／FFM 　were 　found　to　have　significant 　interrelations　with 　the　bone　mineral 　densi−

ties （arms ，　legs，　trunk　and 　entire 　body），　There　was 　a　large　negative 　interrel耳tion　between
BMI 　and ％ BMC （r ＝

− 0，619）．　 In　other 　words ，　 the　 heavier　the　s呵 ects 　 were 　the　 lower

the ％BMC 　 was ．　 There　 was 　 a　 positive　 interrelation　 between　 BMI 　 and 　％BMC ／FFM
（r・＝O．456）．In　other 　words ，　the　thinner　the　su 切ects 　were 　the　lower　the ％ BMC ／FFM 　was ．

These 　 results 　indicate　 that　BMI　 is　 a　valid　 estimate 　 of　 ％BMC 　measured 　with 　 dual　en −

ergy 　x −ray 　absorPtiometry ．

Key 　 words ： dual　 energy 　X −ray 　absorptiometry ，　 BMI，％BMC
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1 ．緒言

　 3 成 分 モ デ ル に よ る 身体組成 は 体脂肪量 ・体骨塩

量 ・除脂 肪 除骨塩 量 の 3 つ の 成 分 に 分 け ら れ て い

る ．こ れ ら の 成分 の うち，脂肪 の 密 度O．9007は低

く，骨塩 の 密度2．982は高 い 値 を示す
t’｝
，

　密 度法 を用 い て 算出 さ れ た 体脂肪 率 は Body

Mass 　 Index （BMI ） と の 間 に 中等度 の 相関関係 が 認

め ら れ た こ とか ら，BMI に よ っ て体脂肪 量 （body

adiposity ）を 推 定す る こ と が 可 能 と な っ だ
2’．現在

で は ，BMI は 肥満症の 診断基準と して 臨床的 に広 く

利用 され て い る
：・　S・12Z7 ；．

　し か し dual　energy 　x −ray 　absorptiometry （DEXA ）

法な どを用 い て 測定 され た 骨密度は BMI との 間に

相関が ある こ とが報告され て い る
H，19

もの の ，BMI

は 骨粗鬆症 の 診断基準 と して 用 い ら れ て い な い ．高

齢者で は 身長 の 萎縮 が 生 じ て お り，身長 の 萎縮が

BMI に 影響 を及 ぼ すか らで あ る
’31／
．高齢者 を対象 と

す る骨粗 鬆症検診 の 目 的 は骨密度 の 値 ，即 ち骨折危

険閾値
23．

よ り低 い 者 を発見す る こ と にあ る ，骨粗鬆

症検診の もう
．．・

つ の 目的は 閉経な ど に よ り急速に骨

密度が低 下す る者 を発見 して 生活習慣 を変 えさせ る

こ とで ある ．現在 の 骨粗鬆症に よ る骨折 の 発症率，

並び に今後 とも骨折 の 発症率が増加傾 向 を示す こ と

が 予想さ れ て い る こ ど
．2’”

を考慮すれ ば，骨粗鬆症

の 検診 をうながす簡易な診断基準を作成す る 必要が

ある．BMI が骨粗鬆症の 診断基準と して適用 で きる

か どうか の 身体組成上 の 問題点は，身長 ・体重か ら

算出 さ れ る BMI か ら体骨塩量 が 推定さ れ て い な い

こ と に あ る ．従 っ て，BMI と体 骨塩率 との 関連か

ら，BMI が骨粗鬆症の 診断基準 として 適切 か否か を

調査 す る こ とは重要 で あ る．

　体骨塩量 の 減少 は 閉経期 の 女性 に お い て 問題 に な

るため に，こ の年代 を対象に した研究が中心 で あ る

が ， 予 防医学的 に は 最大骨 量： （peak　bone　 mass ） に

達 して くる青年期 の 体骨塩量 の 値が骨粗鬆症予防の

基準 に され て い る
ID ．そ こ で

， 本研 究 で は 青年女性

を対象 と して 体骨塩量 と BMI との 関係に つ い て 検

討す る こ と を 目的 と した ．

ll．方法

A ．対象

　被検者は BMI が 16．2− 31．2kgtm2の 範囲 に ある女

子学 生 52名 （19− 24歳）を対象 と した ．こ れ らの 対

象者の うち，日本肥満学会 に お け る 肥 満判定基準

BMI 　26．4kglmU以上 の 者 7 名に つ い て は健康診断 の

結果 を参考 に し て ボ ラ ン テ ィ ア と し て の 同意 を得た

が ，こ の 時口頭及び文書に て 調査 の 主 旨及 び 内容 を

伝 えた．残 りの 45名につ い て は大学の一般体育実技

を受講 して い る者 の 中から無作為に抽出 し，前述 の

被検者 と同 じよ うに調査 の 主 旨及 び 内容 を伝え て ボ

ラ ン テ ィ ア と して の 同 意 を得た ．な お，被検者 の 健

康診断 の 結果 は すべ て 良好 で あ っ た ．

B ．　 測定項 目

　測定項 目は，身長 （cm ），体重 （kg） ｛体脂肪量

（kg）＋ 体骨 塩量 （kg） ＋ 除脂 肪 除骨 塩 量 （kg）｝，

BMI （kg／m2 ）1体重 （kg）÷ 身長
u
　 （mL

’
）i，体脂肪率

（％），体骨塩率 （％） 1（体骨塩量 ÷ 体重）X1001
，

体骨 塩量／ 除脂肪体重 （％ ），及 び骨密度 （kgfm2）

（上肢，下 肢，驅幹，全 身）で あ っ た ，た だ し，除

脂 肪体 重 （kg） は 体骨 塩量 （kg）＋ 除脂肪除骨塩

量 （kg） で あ っ た．

C ．測定方法

　体重 ， 体脂肪量 ， 体 骨塩量 ， 除脂 肪除骨塩量，体

脂肪率，及び骨密度の 測定 に は DEXA （Lunar社，

商晶名 DPX ＞を用 い た．なお ，
　 DEXA に よ る測定 は

宮崎市内に あ る整形外科病院放射性同位元素検査室

で 実施 した ．測定期間 は 全 員 の 健康診断が 終了 して

か ら 3 ヶ 月以内に実施し た ．

D ．統計処理

　各測定項 目の 平均値及 び 標準偏差 を求めた．相関

分析に は Pearson「s　correlation 　 coefficient 〔ピァ ソ ン

の 相関係 数）を用 い た．BMI を独 立変数に し て，体

骨塩量 ， 体 骨塩率 ， 及 び 体骨塩量／除脂肪体重 を従

属変数に し，それぞれ の 回帰分析をお こ な っ た．回

帰 の 有意性検定 に は 分散分析 を用 い た．い ず れ も確

率水準 5 ％ を有意限界と した．同帰分析に お い て は

標 準 誤差 〔standard 　error 　of　estimate ；SEE ）を求

めた．

皿．結果

　表 1 は 被検者 の 身長，体 重，体 脂肪 量，体 骨 塩

量 ，除脂肪除骨塩量，BMI ，体脂肪率，体骨塩 率，

及 び体骨塩量／ 除脂肪体重 の 平均値 と標準偏差 を示

して い る．身長 158．7± 3．5cm，体重 55．8± 9．3kg，

体 脂肪 量 17．0± 8．2kg
， 体 骨 塩 量2，413± 0．314kg

，
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除脂肪除骨塩量 36．4± 3．2kg，　 BMI22 ．0±3．4kgfmu，

体脂肪率30．5± 9．3％
， 体骨 塩率4．4± O．5％ ，及 び

体骨塩量／除脂肪体重6．2±O．4％ で あっ た．

　表 2 は被検者 の 骨密度 （上肢，下肢 ，驅幹，及 び

全 身）の 平均値，及び標準偏羔 を示 して い る．骨密

度は 上 肢O．　828±O．　078　g〆c  ，下肢1．182± O．lI2g！c   ，

驅幹O．　918± 0，078g〜cmu ，及 び 全身1．153± 0．086ぎcm2

で あ っ た．

　表 3 は 被検者 の 身長 ，体 重
， 体 脂 肪量 ， 体骨塩

量 ， BMI ， 体脂肪率 ， 体骨塩 率，体骨塩 量／除脂肪

体重 と骨密度 （L肢，下肢，驅幹，全身）と の 関係

を相関係数 に よっ て示 した．体重，BMI は，躯幹の

骨密度 ，
全 身の 骨密度 と の 間 に

， それ ぞれ有意 の 相

関関係 が認め られた，体脂肪量は躯 幹の骨密度との

間に低 い 有意 の 相関関係が 得ら れ た．体骨塩 量，及

び体骨塩量／ 除脂肪体重 は骨密度 （上肢，下肢 t 驅

幹，全 身） との 間 に そ れ ぞれ正 の 相 関関係 が得 られ

た が，体骨塩率 と嬲幹 の 骨密度 との 間に は有意な相

関関係が認 め られ なか っ た．

　表 4 は 体骨塩量，体骨塩率と身長 ，体重 ， 体脂肪

量 ，
BMI ，体脂肪率，体骨塩量／除脂肪体重 との 関

係 を示 して い る 、体骨 塩 量 （BMC ）は 身長 ， 体 重
，

Table　1．　 Physicai　 characteristics 　of　the　subjects．

N ＝52Height
　　　 Weight

（cm ）　　　 （kg）

Fat

（kg）

BMC

（kg）

Lean

（kg）

BMI　　　 ％Fat　　 ％BMC 　　 ％BMC ／FFM

（kgXmう　　　 （％）　　　　 （％）　　　　　 （％）

MeanSD 158．73

．5

55．89

．3

17．O8

．2

2．4130

．314

36．43

．2

22．03

．4

30．59

．3

4．40

．5

6．20

．4

BMC ： bone　 mineral 　 content ，
Lean： fat−free　 bone−free　 mass ，
BMI ： body　mass 　index ｛weight （kg） ÷ height1（m2 ）｝，
％ BMC ： （BMC ÷ Weight）× 100，
％ BMC ／FFM ： （BMC ÷ fat一血ee 　 mass ）× 100，
SD ： sねndard 　deviation，

Tabie　2．　 Bone　mineral 　density　of　the　 subjects ．

　 　　　 Arms 　　　Legs　　　 Trunk　　　 lbtal
N ＝52　　 （91cm2）　　 （gXcmz）　　 （9tcmz＞　　 （砂cm2 ）

MeanSD 0、8280

，078

1．1820

，112

O．9180

．078

1．1530

．086

SD： standard 　deviation

Table　3 ．　Cerrelation　 coefficients　 betWeen　 bone　 mineral 　 density（BMD ） （arms ，

　　　　 legs，　trunk，　total＞and 　variab）es　o「whole 　body　o「the　subjects ．

（N ＝52） HeightWeight Fat BMC BMI Of
）
　Fat ％BMC 　　 ％BMC ／FFM

BMD 　 Arms 　 　
− O．116

LegsTrunk0．024O

．034

Tbta1　　　　
− 0．020

0，1750

．1930

．570＊

O．386 ＊

0．018

一
〇．0300

．382 ＊

O．197

0．562＊

0．594＊

0．827s0

．833 ＊

0．2610

．231O

．590 ＊

O．436 ＊

一
〇．080

一
〇．1400

．254

一
〇．090

O．400＊

O．530 ＊

O．0900

．396s

0．415＊

O．526 ＊

e．560 ＊

0．650＊

BMC ： bone　mineral 　 content ，
BMI ： body　 mass 　index ｛weight （kg） ÷ heightt（m2 ）｝，
％BMCIFFM ： （BMC ÷ ねt−free　 mass ＞X100 ，
BMD ： bone　 mineral 　density，％BMC ： （BMC ÷ Weight）x100 ，
＊

： P＜  ．es
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体脂肪量，BMI ，体脂肪率，体骨塩 量／ 除脂肪体重

と の 間 に 有意 の 相 関関係 が 認 め ら れ た ．体 骨 塩 率

（％BMC ）は体重，　 BMI ，体脂肪率 との 問に有意 の

負の 相関関係が 認 め ら れ た ．

　図 1 に青年女性に お け る BMI と体骨塩量 との 関

係を示 した ．両者 の 間 に は 中等度 の 正 の 相関関係が

認め られ た （r ＝0．646，SEE ≡1．lkg，　 P 〈 O．05），

　図 2 に 青年女性 に お け る BMI と体骨塩 率 との 関

係を示 した．両者 の 間 に は 負 の 相関関係が認 め られ

た （r ＝
− O．619，SEE ＝ 2．8％，　 P 〈 0．05）．即ち，

体重 に 占め る体骨塩量 の 割合 は BMI の 大 きい 者 ほ

ど小 さか っ た，

Table　 4，Correlation　 coe 而cients 　 between　 bone 　 mineral 　 content

of　the　subjects ．

and 　variables

（N ＝52） Height Weight Fat BMI 96　Fat ％BMC ／FFM

BMC 0．329 ＊ O．684 ＊ 0．483 ＊ 0．646＊ O．419＊ 0．731＊

％ BMC 一
〇ユ12 一

〇．626＊ 0．130 一
〇．619＊ 一

〇．783＊ 0ユ32

BMI ： body　 mass 　index｛weight （kg＞÷ height2（m2 ）｝，
BMC ： bone　mineral 　 content ，
％ BMC 〆FFM ： （BMC ÷ 魚t−free　mass ）× 100，
＊
： P ＜ e．OS．＊

　 　 kg
　 3．5

　 3．3

　 3．1

　 2．9

　 2．7

　 2．50

　2．3EO

コ　2．1

　 1．9

　 1・フ　 5）

　 1．5
　 　 了5 　　　 17　　　19　　　21　　　23 　　　25　　　27　　　29　　　31　　　33　kg／m 鯉

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 BMI

Fig．1，　 Relationship　between　body　mass 　index 〔BMD 　 and 　bone　mineral 　corltent

　　　　（BMC ＞of　the　subjects ，

暢

6．0 ’

5，5 ’

5．0 一

4．5冒

84・・ −
oa

＊ 　3．5 一

3．0 一

2．5
　 15 20 25M　

B
30 35　 kg／nd

Fig．2．　 Relationship　 between　 body　 mass 　 index （BMI） and 　 percent　 bone　 min −

　　　　eral 　 content （96BMC ）of　the　subjects ．
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肖年 女 性 の 骨 塩 量 が BMI に 及ぼ す 影響

　図 3 に 青年女 性 に おけ る BMI と体骨塩 量／ 除脂

肪体重 との 関係 を示 した．両者の 問に は 正 の 相関関

係が 認 め られ た （r　＝e．　456，SEE ＝3．0％，　 P く 0．05）．

即ち，除脂肪体重 に 占め る 体骨 塩 量 の 割 合 は BMI

の 低 い 者 ほ ど小 さか っ た．

IV．考察

　DEXA 法を 用 い て 算出された青年女性 の 体骨塩率

4．4± 0．5％ は，同 じ方法を用 い て 算出さ れ た 日本女

性 （BMI 　21．lkg！m ’

， 体 骨 塩 量 2．530kg，年 齢20．1

± 1．3歳）の 体 骨 塩 率4．8％ 17．
，及 び female　refer ・

ence 　body （BMI 　19．8k拶n12，体 骨塩 量2．432kg，年

齢 18−22歳） の 体骨塩率 4．8％
’a】

よ りも低 い 値 を示

した ．本研究 の 対象者 は こ れ ら の 報告 の 対象者よ り

も体重 に相当する体骨塩量 を獲得 して い な か っ た も

の と 考え ら れ る ．

　次に，BMI を独立 変 数に 体骨塩率 を従属変 数 に し

て BMI と 体骨塩 率 との 関係 （r ＝
− 0．619，　 SEE ＝

2．8％ ，P 〈 0．05）を図 2 に示 した．こ の 図 の 回帰

式 の 標準誤 差2．8％ をみ る とや や 変動 の 幅が大 き い

もの の
，
BMI に よ る 体骨塩率の 推定が可能で ある こ

とが示 された．体骨塩率は痩身 （BMI 　 19．8kg 〆m う

の と き に 4．6％
， 標 準体 重 （BMI 　22kg 〆m2 ） の と き

に4．4％，肥 満 （BMI 　26，4kg〆m う の と き に3．7％ を

示 し た．こ の 結果 ，青年女性 に お い て BMI が 大 き

い とい うこ とは体骨塩量 が多い 反面，体骨塩率が 低

い 値 を示す こ とが明 らか に な っ た，骨が 単位体重当

りを支え る力は体骨塩率に比例 して い る こ と か ら ，

青年女性 に お い て 痩身 （BMI の 値が低 い ）ほ ど骨折

の 発症率が 低 い こ とが推察され る ，しか し， 痩身女

性 に お い て は閉経期 以後に骨密度の顕著な減少が 報

告 され て お り
1’，　Lr」／

，閉経後 6 年以 内の 骨密度 の 減少

は 約 20％ と 見積 もられ て い る
：Sl，．さ ら に ，骨密度は

BMI と相関する こ t　
14，　111）

か ら，痩身女性 で は 骨 密

度が骨粗鬆症 レ ベ ル まで低 下する 可能性が高い こ と

が 窺わ れ る．こ の よ うな骨密 度 の 減 少か ら推察 し

て ，痩身女 性は閉経後に骨粗鬆症 の 発症率が 高 くな

る こ とが考 え ら れ る，さ ら に，身体組成 に つ い て は

そ の 被検者 の 日常生活状 況 ，食事 の 状 況 ，
運 動 の 状

況な ど に 深 く関 わ っ て い る．こ れらの 点か ら骨粗鬆

症 の 予防 として ，閉経後の痩身女性を見つ け出 して

適切 な指導 ・管理 を実施 す る こ とが重 要 と思 われ

る．

　次 に
， 体骨塩量 の 獲得に 除脂肪体重が高 く関連 し

て い る こ とか ら
7・ls・21；

，　 BMI を独立変数 （X）， 体骨

塩 量／除脂肪体重 を従属変数 （Y）に して BMI と体

骨塩量／ 除脂肪体重 と の 関係 （r ＝0．456，SEE ＝

3．0％ ，P ＜ 0．05）を示 した （図 3 ）．こ の 図か ら体

骨塩 量 ／ 除 脂 肪 体重 は BMI 　19．8kg／m2 の と きに

5．8％，BMI22kg ！  の と きに5．9％，　 BMI ＝26．4kgrm2

の とき に 6，3％ を示 し，肥 満者の体骨塩量／ 除脂肪

体重 は 痩身及 び 標準体重者 の それ と比較 して 増加 し

て い た．

　BMI の 高 い 者 にお い て 体骨塩量 ／除脂肪体重が大

きい 要因 と し て，体重 に よ る 負荷 や筋収縮 に よ る 骨

へ の 歪 （strain ）に よ る力学 的負荷，並び に 女性ホ

ル モ ン が 挙げ ら れ る．力学的負荷 に つ い て は 体骨塩

量 が増加 す る条件 と して 骨に 与え られ る 歪 の 大 き

さ，モ ー ド，頻度が 関与する こ とか ら
7・　／s．　Ul／

，
　 BMI

が高 い ほ ど大 きな歪 を得や す い こ とが推測 され る．
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Fig，3 ．　 Relationship 　between 　 body　 mass 　 index

　 　　 　 〔％ BMCIFFM ） of　the　 subjeCts ，
（BMI） and 　 bone　 mineral 　 content 　ffat−free　 mass
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宮元 章次 ・石 河利 寛 ・高 良宏 明 ・伊 佐真 徳

女性 ホ ル モ ン に つ い て は，体骨塩量が 女性ホ ル モ ン

の 影響 を受け る こ と
2S）
，及 び 脂肪組織 が性 ス テ ロ イ

ドホ ル モ ン の 代 謝に重 要な働 きをし ， 男性ホ ル モ ン

の ア ン ドロ ゲ ン をエ ス トロ ゲ ン に変換 した り，卵巣

ホ ル モ ン の エ ス トラ ジオ
ール をエ ス トリオ

ール に変

換 して排出 して い る こ とから，脂肪細胞が増殖 ・肥

大 して い る 肥満女性 は 痩 身女性 よ りも女性 ホ ル モ ン

の 分泌が安定 して い て 骨の リモ デ リ ン グが促進 され

て い る こ とが 推測 さ れ る ．

　肥満者とは体重 に 占め る 脂肪 の 割合が多い 人 で あ

る よ うに ，痩身者 とは除脂肪体重 が 少な くて 体重 に

占め る脂肪の割合が少ない 人 で あ る．骨密度 は筋肉

量 と高 い 相関 を示すこ とか ら
4・　sc．221，

，除脂肪体重の

軽い 者ほ ど骨粗鬆症の 危険が大 きい こ と が推察され

る．健康診 断 の 項 目 に 腰椎 や大腿骨部 の骨密度の 測

定を導人する に は経済的に も人的に も多大な出費を

必 要 と す る
1・“ ／．そ こ で，骨粗鬆症 の 検診を実施す

る に あた っ て は ，腰痛 や 体 の 変化 に 対す る 問診 や X

線写真 に よ る 圧迫骨折 な ど の 状態が判断資料に な っ

て い る．しか し，こ の よ うな症状 が 現 れ る 前 に，痩

身女性 を対 象に して 骨粗鬆症 の 検診を実施する こ と

は重要で あ る と推察され る ．

　 こ の 点 で BMI は 従 来か ら肥満 の 判定基準 と して

用 い られ て い る が
Ol，
，体骨塩率 とも相関が認め られ

た こ とか ら
， 骨粗 鬆症 の 診 断基準 に も BMI が 利用

で きる こ とが示唆 された，しか し，本研究の 対象者

は 月経 が 定期的 に あ る 青年女性 で あ り， 高齢 者 の 場

合に は閉経を十分考慮 して の検討が必要 で あ る と考

えら れ る．

V ．まとめ

　本研究で は BMI が 体骨塩量 の 影響を ど の 程度受

け る か に つ い て 検討 した ．被検者 は BMI が 16．2−

3L2k 彩mZ の 範囲に ある女 了学生52名 （19− 24歳）

で あ っ た．身体組成及 び 骨密度 の 測定 に は DEXA を

用 い た ．被 検者 の 身長 は 158．7± 3．5cm，体 重 は

55．8± 9．　3kgで あ り，BMI は 22．0± 3．4kg！m 　
2

で

あ っ た．彼女 らの 体骨塩率は4．4± 0．5％，体骨塩量／

除体脂肪体 重 は 6．2± 0．4％ で あ っ た ．骨密度 は 上 肢

0．828± O．　078gtcm2，下肢 1．182± 0．11291cm2，驅幹

0．918± 0．07鞫  
2

， 及 び 全 身1．153± 0．086 離 m2 で

あ っ た ，体重 及 び BMI は ，躯幹 の 骨密 度，全 身 の

骨密度 との 間 に，そ れ ぞ有意 な相関関係が 認 め ら れ

た 。体脂肪量 は躯幹 の 骨密度 と の 間 に 有意な相関関

係が得られた．体骨塩量 ， 及 び 体骨塩量 ／除脂肪体

重は骨密度 （ヒ肢，下肢，驅幹，全身）との 間 に そ

れぞれ有意 な相関関係が得られ た．BMI と体骨塩率

との 間 には負の 相関関係が認め られ た （r − − 0．619）．

即ち，体重 に 占め る体骨塩量 の 割合 は 太 っ た者ほ ど

低値 を示 した．BMI と体骨塩量／除脂肪体重 との 間

に は 正 の 相 関 関係 が 認め られ た （r ＝0，456）．即 ち，

除脂肪体重 に占め る体骨塩量の 割合は痩せ た 者ほ ど

低値 を示 し た．以 上 の よ う に，BMI は 二 重 エ ネ ル

ギ
ー

吸収法 に よ っ て 測定 さ れ た体骨塩 率を表す指標

として 適切 で ある こ とが示唆 された．
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